
環境試料の臭気指数測定における

ベルヌーイ試行明白率の試算
資源循環・環境制御システム研究所 所長 柳橋 泰生

【オペレーター（操作をする人）】
① 特定の希釈倍数のフラスコを１つ作製する（付臭フラスコ）
② 無臭水を入れたフラスコを２つ作製する（無臭フラスコ）
③ ３つのフラスコをパネルに提示する（パネルは付臭・無臭の別を知らない）

【パネル（臭いを嗅ぐ人】
④ ３つのフラスコの臭いを嗅ぎ、付臭フラスコを当てる

希釈倍数を上げて、①から④の操作を繰り返す

付臭フラスコ無臭フラスコ 無臭フラスコ

空気の臭いを測定する際はフラスコではなく「におい袋」を用いる

２．三点比較法とは

【研究の目的】それぞれの方法の数学的構造を考察し、最も良い方法を明らかにする
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悪臭防止法の環境測定の方法では、正解率曲線を次の式で近似
y＝2/3・ｅｘｐ（-（aｘ）n）＋1/3

臭いの質ｎに関係なく、ｘ=1/aのときy≒0.58（グラフ上の変曲点になる）
となることから、正解率曲線（近似直線）と0.58の交点の希釈倍数を臭気
濃度とする

この図の曲線は筆者が考案した式（変曲
点となるのはy≒0.67の時）に従っている

１．環境測定の方法の概要

正解率 偶然0人 1人 2人 3人 4人 5人 6人

１．００ １００ ３．７ ０．１ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０

０．９４ ２２．２ １．６ ０．１ ０．０ ０．０ ０．０

０．８９ ４４．４ ８．２ ０．７ ０．０ ０．０ ０．０

０．８３ ２９．６ ２１．９ ３．４ ０．３ ０．０ ０．０

０．７８ ３２．９ １０．２ １．５ ０．２ ０．０

０．７２ ２６．３ ２０．５ ４．８ ０．７ ０．０

０．６７ ８．８ ２７．３ １１．１ ２．２ ０．３

０．６１ ２３．４ １９．１ ５．７ １．１

０．５６ １１．７ ２３．８ １１．５ ２．９

０．５０ ２．６ ２１．２ １７．９ ６．４

０．４４ １２．７ ２１．４ １１．６

０．３９ ４．６ １９．５ １６．８

０．３３ ０．８ １３．０ １９．６

０．２８ ６．０ １８．１

０．２２ １．７ １２．９

０．１７ ０．２ ６．９

０．１１ ２．６

０．０６ ０．６

０．００ ０．１

希釈倍数が高くなる

正解率0.58

２．正解率の生起確率(％)

正解が必然
である領域

正解が偶然
である領域

（二項分布
に従って正
解率が積み
上がる）
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明白数 生起確率 積 明白数 生起確率 積 明白数 生起確率 積 明白数 生起確率 積 明白数 生起確率 積

2 2/3 1.33 5 2/3 3.33 8 2/3 5.33 11 2/3 7.33 4 (2/3)2 1.78

1 1/3・2/3 0.22 4 1/3・2/3 0.89 7 1/3・2/3 1.56 10 1/3・2/3 2.22 3 (2/3)3 0.89

0 (1/3)2 0.00 3 (1/3)2・2/3 0.22 6 (1/3)2・2/3 0.44 9 (1/3)2・2/3 0.67 2 (2/3)4 0.40

計 1 1.56 2 (1/3)3・2/3 0.05 5 (1/3)3・2/3 0.12 8 (1/3)3・2/3 0.20 1 (1/3)2・(2/3)2 0.05

1 (1/3)4・2/3 0.01 4 (1/3)4・2/3 0.03 7 (1/3)4・2/3 0.06 0 (1/3)4 0.00

0 (1/3)5 0.00 3 (1/3)5・2/3 0.01 6 (1/3)5・2/3 0.02 計 1 3.11

計 1 4.50 2 (1/3)6・2/3 0.00 5 (1/3)6・2/3 0.00

1 (1/3)7・2/3 0.00 4 (1/3)7・2/3 0.00

0 (1/3)8 0.00 3 (1/3)8・2/3 0.00

計 1 7.50 2 (1/3)9・2/3 0.00

1 (1/3)10・2/3 0.00

0 (1/3)11 0.00

計 1 10.50

6回（10倍・1倍の測定）

ベルヌーイ試行数

3回 6回 9回 12回


